
 

 

 

 

 

 

自分で選び、自分で育てる学びと人生 

校長 渡 辺 知 峰  

本州の学校並みに長くなった夏休みが終わりました。リフレッシュできた生徒、たくましくなっ

た生徒、生活リズムが戻っていない生徒、学校祭などに意欲を燃やしている生徒、今後の学びに不

安がある生徒など、様々な状況、思いを抱えながらも、この学び舎に戻ってきてくれたことが、何

よりもありがたいことです。教職員は一段とやる気を高めました。 

始業式の校長あいさつでは、次のような話をしました。 

補足説明もしました。一斉授業の良さはありますから、やめるということにはなりません。当然、

受検に向けて努力する生徒を学校は全力で応援します。 

さて、家庭でもこの内容について話題にしていただけたでしょうか。「受検につながる学びはし

ないのか」という不安の声が聞こえてきそうですが、いかがでしょうか。 

今、教育界では発想の転換が進んでいます。受検問題に対応できる授業づくりではなく、生活と

結びつけながら思考・判断・表現を重視した授業に対応した受検問題づくりに変わりつつあります。

だから学校での学びが直接受検にも生きます。 

学校は自信をもって、学びを生徒に返していきます。例えるならば、「魚を渡すだけでは一時的、

釣り方を学べば一生役立つ」、ということです。 

自分の人生や学びは自分自身でデザインしなければならないことに気付き、その方法を身に付け

られるように支えることがねらいであり、大人の使命だと考えます。 

いじめについて～学校評価から 
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育目標  心 学 望 鍛 
豊かな心をもち、自ら学び、明るく、たくま

しく生きる人間をめざす 

 
てたい資質・能力 

「自立」・「思いやり」 
 

教 
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学校評価へのご協力ありがとうございました。 (結果は近

日中にお知らせの予定)。学校評価では、毎回、保護者・生徒

に対して「いじめ」の質問項目があります。保護者には、「学

校はいじめの未然防止や早期発見、早期解決に取り組んでい

ると思うか」、生徒には「互いを尊重し合い、嫌な思いをさ

せないような人間関係作りができているか」という視点で聞

いています。この質問に対して、毎回両者の間で大きな差が

出ます。両者の差がどうして生まれるかの原因を明らかに

し、その差を縮めることで、いじめに対するさらなる協調が

生まれるように感じます。 

  

0 1 2 3 4

令和６年度前期

令和６年度後期

令和７年度前期

いじめについての保護者・生徒アンケートの比較

生徒 保護者

3期の平均 保護者:2.52  生徒:3.06 

生徒が自ら学びをデザインし、主体的に成長し続けられる学校文化に転換する。 

そのために、次の二つのことを生徒の皆さんに宣言する。 

①受け身型から、自分で学ぶ時間・方法・仲間を選び取る授業に変える 
（一斉授業の時間を減らし、個々のペースや関心に合わせた学びに挑戦する） 

②「受検やテストのために勉強しなさい」という指導をやめる 
（生涯学び続ける姿勢を育む授業に変える） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ３日(水) 蕾  

５日(金)  避難訓練 1日防災学校 

       学校祭第２期特別日課開始 

 

 10日(水) 学力テスト総合A(3年) 

 11日(木) 午前授業 

  

15日(月) 敬老の日 

17日(水) 学校祭会場設営 

 18日(木) 学校祭前日準備 壁新聞提出〆切 

 19日(金)  学校祭 

 
 22日(月) 学校祭後片付け 専門委員会 

 23日(火)  秋分の日 

 24日(水)  蕾 

 

 29日(月) 小 5中 3交流 

 

 

 

 

 

長い２学期がスタートしましたが、同時に

学校祭に向けての準備も始まり、初日から校

舎内では合唱の練習する声が響き渡りまし

た。生活リズムが狂いがちな学期初めです

が、学校祭を成功させるためにも早く夏休み

気分から脱け出し、リズムを整えましょう。 

また、３年生にとっては本格的に進路決定

をする時期となります。学校祭などの行事に

全力投球をする一方で、学習にも集中しまし

ょう。 

 

 

 

4 年にわたって厚真町に勤務をして 

いた ALT のメリッサ先生が 1 学期いっ 

ぱいをもって退職し、アメリカに帰国し          

ました。英語の学習を楽しくするために、 

手作りの教材を作成したり、ゲームを取り入れたりしながら授業を工夫してい

ました。町内のイベントなどにも積極的に参加をし、生徒からも大変親しまれて

いた先生でした。 

7 月 25 日の離任式では、今までの感謝を込めて生徒会代表から英語でのメ

ッセージスピーチが行われました。  
 

 

 

 

 

 

 

 

厚中生の活躍 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

日胆地区吹奏楽コンクール   

8.3 苫小牧市 

■銀賞 中学生 C 編成の部  

 

 

9 月 19 日(金)は厚真中学校祭です。保護者・

地域の方のご来校をお待ちしております。 

8:25～  開祭式 

9:10～   演劇発表 1 年→2 年→3 年 

12:50～  合唱コンクール   

全校合唱→学年合唱 

※壁新聞は、今年度がラストイヤーになります。 

 

 

メリッサ先生に代わり、2 学期から

ジョン・シマザキ先生が ALT として

英語の勉強を教えてくれます。2 学期

には APR や小 5 中 3 交流など英語

に関わる大きな学習もあるのでがん

ばりましょう。 

 

毎年行われている芸術鑑賞会。今年度は「東京サロ

ンシンフォニーオーケストラキャラバン隊」による演

奏が行われました。クラシックをはじめとした耳なじ

みのある曲の演奏だけでなく、楽器の紹介やオペラな

ど、普段は見ることのできないジャンルの音楽に触れ

る良い機会となりました。後半には、厚真中吹奏楽部

とのコラボで「サウンドオブミュージックメドレー」

を演奏しました。ここでの経験が学校祭での発表で生

かされていくといいですね。 

  

少しずつ暑さも和らぎ、

朝方には秋の涼しさを感

じるようになってきまし

た。季節の変わり目の体調

管理に気をつけましょう。 


